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第１章 平塚市の都市交通の現状と自転車利用における課題 

１．都市交通の現状 

 １－１．社会状況 

（１）人口動態 

本市の人口は、戦後、一貫して増加してきましたが、ここ数年では増減を繰り返しながら、横ば

いの状況から減少傾向を示し始めています。 

国勢調査結果等を基にした、人口問題研究所による「将来人口推計結果（平成２４年１月推計）」

によれば、平成２７年（２０１５年）の約２６万人から、減少傾向が大きくなっていくと推計され

ています。また、いわゆる団塊の世代が高齢期を迎え、少子化とともに高齢化が急速に進展すると

予測されているほか、地域経済の主な担い手となっている生産年齢人口が急速に減少すると予測さ

れています。 

 平塚市の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：平塚市統計書［※国勢調査及び人口調査以外の年次は推計人口（国勢調査時の人口を 

基に、「住民基本台帳法」及び「戸籍法」に定める届出等による増減を加算した人口）］ 

 

平塚市の年齢別人口割合変化の将来予測 
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出典：人口問題研究所 平塚市将来人口推計結果 
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（２）二酸化炭素の排出量 

本市における二酸化炭素総排出量をみると、平成２年度の１,９３６千 t-CO2から平成２５年度に

は１,８６２千t-CO2となっており、約４%減少しています。平成２５年度では、産業部門が約３９%、

運輸部門が約１５％を占めています。 

平成２年度と平成２５年度の部門別の二酸化炭素排出量を比較してみると、産業部門は約３８%

減少しているものの、他の部門（家庭、業務、運輸）は増加しており、運輸部門をみると、二酸化

炭素排出量は約１２％増加しています。また、運輸部門の排出量の割合では、自動車による割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 平成 2年度 平成２５年度 基準年比 

自動車 234.1 262.8 ＋12.3％ 

鉄道 7.7 9.0 ＋16.9％ 

合計 241.8 271.8 ＋12.4％ 

民生家庭部門

19.6%

民生業務部門

24.4%

運輸部門

14.6%
廃棄物部門

2.2%

産業部門

39.1%

236 366
258

455242

272
33

42
1,168
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平成２年度 平成25年度

産業部門

廃棄物部門

運輸部門

民生業務部門

民生家庭部門

1,936 1,862

0

500

1,000

1,500

2,000

平成２年度 平成25年度

運輸部門の二酸化炭素排出量の変動（単位：千ｔ-CO2） 

出典：平塚市環境基本計画（平成２９年度～平成３８年度） 

出典：平塚市環境基本計画（平成２９年度～平成３８年度） 

 

二酸化炭素総排出量（単位：千ｔ-CO2） 

二酸化炭素排出部門の構成（平成２５年度） 部門別の二酸化炭素排出量（単位：千ｔ-CO2） 
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（３）住民意識 

本市が平成２５年度に行った「市民意識調査」では、本市のまちづくりの状況等に関する市民の

重要度・満足度を測っています。以下では、同調査で聞いた環境や都市基盤に関する市民の重要度・

満足度を示しています。 

地球環境にやさしい地域社会の形成（省エネやリサイクル）に関する重要度では約７割の市民が、

快適な住環境の整備に関する重要度では約６割が「たいへん重要」「重要」と回答しており、市民の

環境や住環境に対する意識が高いことが伺えます。しかしながら、その満足度では、地球環境の項

目は約３割の市民が満足と回答している一方、快適な住環境の項目は約２割と低い状況にあります。 

 

 環境・都市基盤に関する「重要度」（人口比補正後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平塚市 市民意識調査 

 

 環境・都市基盤に関する「満足度」（人口比補正後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平塚市 市民意識調査 
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16.9%

44.7%

43.4%

37.0%

45.4%

42.3%

43.3%

2.1%
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他
20.8%
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自転車

徒歩・その他

 １－２．交通特性 

（１）平塚市の交通手段 

本市の交通手段別割合は「自動車」が最

も高く、次いで「徒歩」、さらに「自転車」

の利用が高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の交通手段別の目的割合は、各交通手段ともに「帰宅」目的が最も高い割合を示していま

す。自転車に関しては、「帰宅」に次いで「自宅-私事」が高く、次いで「自宅-勤務」の割合が高

くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市 交通手段別の目的割合 

出典：平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査より作成 

平塚市 交通手段別割合（全目的） 

出典：平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査より作成 
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目的別の交通手段割合では「自宅-通学」を除くすべての目的で、自動車の割合が高く、とりわ

け「勤務・業務」で約８０％と仕事中の移動手段として多く利用されています。 

一方で、全目的の交通手段別割合において、自転車は約２０％ですが、その中でも「自宅-私事」

は約２７％と高く、買物や趣味等の私事目的の移動で自転車が多く利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目的別の交通手段割合を１０年前の同調査結果と比較すると、自動車利用割合の低下が大きく、

「自宅-勤務」や「自宅-業務」といった、通勤目的で自動車利用する人の割合が大きく減少して

いることが分かります。それらの自動車の割合が転移して、鉄道や徒歩、自転車の利用割合が増

加していることが推測できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市 目的別の交通手段割合 

出典：平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査より作成 

平塚市 目的別の交通手段割合の経年変化（Ｈ２０－Ｈ１０） 

出典：平成１０年・平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査より作成 
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（２）鉄道駅の端末交通手段 

平成２２年度の大都市交通センサスでは、平塚駅における居住地から鉄道駅までの交通手段別

の割合（平塚駅の近くに居住地がある人の駅までの交通手段の割合）のうち、自転車の利用は約

３０％と最も高く、平塚駅周辺の駅と比較しても茅ヶ崎駅に次いで２番目に高い割合を示してま

す。また、平成１７年度からの推移を見ると、他の駅と比べても自転車利用割合が大幅に増加し

ていることが伺えます。 

さらに、バスの利用割合も他の駅と比較すると本厚木駅に次いで２番目に高い割合を示してい

ます。 
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鉄道駅までの交通手段割合（上：Ｈ２２ 下：Ｈ１７） 

（居住地から駅まで） 

出典：平成１７年度大都市交通センサスより作成 

出典：平成２２年度大都市交通センサスより作成 

鉄道駅からの交通手段割合の変化（Ｈ２２－Ｈ１７） 

出典：平成１７年度・平成２２年度大都市交通センサスより作成 
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（３）バス路線網 

本市のバス路線は、平塚駅発着便を中心として市内各所へ広がっており、現在、概ね７０系統

が運行し、公共交通が利用しやすい状況にありますが、当該バス路線は平塚駅を中心に放射状に

広がっていることから、平塚駅へ向かう自転車利用動線と重複している路線が多く見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平塚市のバス路線網の状況 

出典：神奈川県内乗合バス・ルートあんないより作成 

平塚駅 
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（４）都市計画道路網 

本市の都市計画道路は、平塚駅を中心とした放射方向の路線では比較的整備されているものの、

東西方向の路線では未整備路線が多くなっています。 

整備されている路線でも、現状の道路構成では自転車走行空間を十分に確保できるだけの幅員

がある路線は少なく、道路拡幅については住宅などが隣接しており、拡幅整備は困難な状況とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市計画道路網と整備状況 

出典：平塚市総合交通計画（平成２２年４月 平塚市） 
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２．自転車利用における現状 

２－１．自転車利用環境の現状 

平塚市総合交通計画策定時に実施したアンケート調査から、本市における自転車利用状況を整理

しました。 

（１）アンケート調査の概要 

 実施日：平成２０年１０月２６日（日）、平成２０年１０月２８日（火） 

 調査概要：市内複数の自転車駐輪場において自転車の利用状況を把握する 

 

 回答者の居住地：回答者の居住地は「市内」が約 9 割を占めています。 

          地区別では、駅周辺の「大野地区」、「平塚地区」が約7 割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市外, 7.6

無回答, 1.9

市内, 90.5

（ｎ=1,253）

無回答, 13.3金目地区, 0.5

城島地区, 0.4

土沢地区, 0.3

大野地区, 37.3

岡崎地区, 0.2

金田地区, 1.3

豊田地区, 0.7

神田地区, 2.7
旭地区, 11.0

平塚地区, 32.3

（ｎ=1,134）
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（２）自転車利用状況の概要 

①自転車の利用目的 

利用目的は、市内全域では「通勤」が約７割、「通学」が約２割、「買物・私事」が約１割とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「無回答」とは住所に関する項目全てに無記入の方の回答 

 

②自転車の利用頻度 

利用頻度は、「ほぼ毎日利用」が約９割、「１週間に２～３回利用」が約１割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 対象者はアンケートを受け取った日以外にも利用する方 

※ 「無回答」とは住所に関する項目全てに無記入の方の回答  
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9.5

9.1

8.8

1.4

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

1.1

4.5

1.8

1.1

0.5

0.0

6.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

2.7

0.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平塚地区(n=357)

大野地区(n=420)

豊田地区(n=8)

神田地区(n=30)

城島地区(n=3)

岡崎地区(n=2)

金田地区(n=15)

金目地区(n=6)

土沢地区(n=3)

旭地区(n=122)

市内無回答(n=149)

市外(n=95)

無回答(n=22)

全体(n=1232)

ほぼ毎日 １週間に２～３回 １週間に１回 その他 無回答
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（３）駐輪場利用状況の概要 

①駐輪場利用時間 

駐輪場の到着時間は「６時３０分～８時００分」が約５割となっています。 

帰宅時間は「１７時３０分～２２時００分」の間で分散化しており、特に「１９時３０分～   

２０時００分」が多くなっています。 

 

 

②自宅から駐輪場までの所要時間 

自宅からの所要時間の平均は１６.７分、自転車の速度を１０.５km/h とすると、約３km から

の利用となっています。 

（※自転車の速度１０.５km/hは、大成出版社の自転車駐車場整備マニュアルによる。）
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③駐輪場までの利用経路 

駅前通り線、宮松町３号線のほか、駅周辺の地域で高い値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自転車利用環境に対する改善点 

①自転車の走りづらい、危険を感じる箇所 

平塚駅西側の人通りの多い地域や市役所付近の歩行者が多い地域で走りづらい・危険と感じる

箇所が多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 浅
間
町
南
原
線

 

 浅
間
町
南
原
線
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②自転車利用者が望む自転車をより利用しやすくするための改善点 

約９割の人が、「改善すべき点がある」と回答しており、出し入れがしやすい駐輪場の整備、通

行空間の確保が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自動車利用者が望む自転車をより利用しやすくするための改善点 

自動車や歩行者と混在して危険なため、安全で走りやすい通行空間の確保が上位を占めていま

す。 
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２－２．平塚駅周辺の駐輪状況 

（１）駅周辺の駐輪対策のこれまで 

本市では、通勤や通学あるいは私事などの目的で平塚駅周辺へ行く際に、多くの方が自転車を交

通手段として利用しています。しかしながら、駐輪場の不足や駐輪マナーの欠如などから、大量の

自転車が路上などに放置され、防災活動や歩行者の通行、また都市の美観などに支障をきたしてき

ました。 

そのため、公共の場所における自転車の放置防止を目的として、昭和５８年に「平塚市自転車の

放置防止に関する条例」を制定し、平塚駅周辺を自転車放置禁止区域として定め、放置自転車の撤

去を実施するほか、大型店舗等に対する自転車駐車場設置の義務付けなどの対策に取り組むととも

に、啓発活動や駐輪場の整備を進めてきました。また、公益財団法人平塚市まちづくり財団におい

ても、独自に展開する都市型レンタサイクルを活用しながら、放置自転車の解消を図ってきました。

さらにその後も、放置自転車の状況を時代ごとに検証し、自転車等放置禁止区域を拡大するなどの

措置を実施し、平成２２年１月にはさらなる諸問題に対応するため、「平塚駅周辺の駐輪対策につ

いて」を策定し、「自転車等駐車場の整備」「放置自転車の撤去徹底」「自転車利用マナーの向上」

の３点を基本として、ハード、ソフトの両面から駐輪対策に取り組んできました。 

また、平成２７年３月には「平塚駅周辺の駐輪対策について」の方針を踏襲、包括した「平塚市

自転車利用環境推進計画（既存自転車計画）」を策定し、自転車利用における課題を整理しながら

駐輪対策に取り組んできました。 

その結果、放置自転車は大幅な減少傾向にありますが、依然として平塚駅周辺には放置自転車が

見られます。 

 

放置自転車台数減少の実績 

 

 

 

平成

22年度

平成

23年度

平成

24年度

平成

25年度

平成

26年度

平成

27年度

平成

28年度

平成

29年度

平成

30年度

駅北口周辺台数 1,271 1,121 420 400 262 108 98 87 43

駅南口周辺台数 144 221 202 59 34 12 5 12 6

年間撤去台数（右軸） 5,656 7,028 6,696 5,373 3,362 2,878 2,190 2,207 2,044

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0
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400

600
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1,000
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1,400
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1,415
1,342
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459

296

120 103 99 49

放
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自
転
車
の
台
数
（
一
日
あ
た
り
）
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自転車等放置禁止区域と駐輪場位置図（平成３１年 4 月現在） 

 
平成２１年度からの主な駐輪対策 

平成２２年１月 「平塚駅周辺の駐輪対策について」の策定 

平成２２年４月 
「平塚市民間自転車等駐車場運営費補助金」及び「平塚市民間自転車等駐車場整備費

補助金」制度の創設 

平成２３年４月 駅西口第１駐輪場の供用開始 

平成２３年７月 西口バイク・自転車駐車場を再整備後有料化し、駅西口第２駐輪場として供用開始 

平成２４年１月 駅前大通り東駐輪場・駅前大通り西駐輪場の供用開始 

平成２４年４月 

「平塚市自転車等の放置防止に関する条例」の一部改正、施行 

原動機付自転車も移動・保管の対象とする 

移動した自転車・原動機付自転車の引渡しの際、保管料の徴収を開始 

紅谷パールロードに暫定駐輪スペースの開設 

平成２５年４月 
駅西口第３駐輪場の供用開始 

錦町第２駐輪場の全体供用開始 

平成２６年４月 
宝町駐輪場の全体供用開始 

自転車等放置禁止区域の拡大（市民センター前等） 

平成２７年３月 

「平塚市自転車利用環境推進計画（既存自転車計画）」の策定 

自転車等放置禁止区域の拡大（宝町周辺） 

八重咲町第２駐輪場の供用開始 

平成２８年４月 紅谷パールロードの暫定駐輪スペースを商店会へ移管 

  

通年 自転車マナーアップキャンペーン 交通安全教室 

平
塚
駅 

自転車等放置禁止区域 

公営駐輪場 

民間駐輪場 
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平塚駅周辺の公営駐輪場整備状況（平成３１年４月現在） 

平塚駅北口周辺駐輪場の収容台数    平塚駅南口周辺駐輪場の収容台数 

 

 

   ※ 公営駐輪場：公益財団法人平塚市まちづくり財団が管理・運営している駐輪場 

 

※ 定期利用：月極契約とし、１か月ごとに利用料金を支払うシステム 

 

※ 一時利用：１回の駐輪（２４時間以内、または当日中）ごとに利用料金を支払うシステム 

 

 

 

  

施設 種別 施設 種別

定期利用 177 定期利用 181

一時利用 38 一時利用 24

215 205

定期利用 2階 140 定期利用 1階 219

定期利用 屋上 110 219

250 定期利用 1階 165

定期利用 1階 1,029 165

定期利用 2階 1,411

一時利用 1階 215

2,655 一時利用 1階　東 90

一時利用 1階 719 326

719 一時利用 平置 105

定期利用 2階 1,085 105

定期利用 3階 1,115 定期利用 1階 218

一時利用 1階 389 定期利用 2階　 233

2,589 一時利用 1階 84

定期利用 1階 90 535

定期利用 2階 251 定期利用 382

定期利用 3階 281 一時利用 40

一時利用 1階 70 425

692 定期利用 95

駅前大通り東駐輪場 一時利用 平置 187 一時利用 12

駅前大通り西駐輪場 一時利用 平置 175 107

定期利用 1階 357 定期利用 1階 158

357 158

1,793 355

6,046 1,887

7,839 2,242

236定期利用

八重咲町公園第３駐輪場
計

合計

一時利用

定期利用

計

八重咲町公園第１駐輪場
1階

計

八重咲町公園第２駐輪場
1階

計

駅南口広場駐輪場
計

八重咲町第１駐輪場

計

桃浜町駐輪場

計

八重咲町第２駐輪場
計

1階　

収容台数

代官町第１駐輪場
1階

計

代官町第２駐輪場
計

駅北口駐輪場

計

宝町駐輪場
計

合計

一時利用

定期利用

計

駅西口第１駐輪場

計

計

駅西口第３駐輪場

計

駅西口第２駐輪場

収容台数

紅谷町駐輪場
地下

計

計

錦町第１駐輪場
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放置自転車対策実施後の街の様子 

①駅前大通り線西側 

（整備前） （整備後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②紅谷パールロード 

（対策実施前）              （対策実施後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）駐輪場の利用状況と放置自転車の現状 

①駅北口周辺の公営駐輪場の現状 

駅北口周辺の駐輪場では、平成３１年４月現在、一時利用・定期利用をあわせて７,８３９台の

自転車が収容可能です。同月の調査では、一時利用駐輪場は５４２台分の空きが確認されており、

定期利用についても空きがあります。 

同月に実施した放置自転車の台数調査の結果では、駅北口周辺にはピーク時で４３台の違法駐

輪が確認されています。 
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②駅南口周辺の公営駐輪場の現状 

駅南口周辺の駐輪場では、平成３１年４月現在、一時利用・定期利用をあわせて２,２４２台の

自転車が収容可能です。同月の調査では、一時利用駐輪場は１５０台分の空きが確認されていま

すが、定期利用駐輪場については空きがなく、定期利用待機者が多くなっています。 

同月に実施した放置自転車の台数調査の結果では、駅南口周辺にはピーク時で６台の放置自転

車が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③駅周辺の民間駐輪場の現状 

平成２２年４月には「平塚市民間自転車等駐車場運営費補助金」及び「平塚市民間自転車等駐

車場整備費補助金」制度を創設しました。この制度は、民間事業者に駐輪場の整備を促し、市民

の利便性の向上を図るとともに、放置自転車を防止し、良好な生活環境を保持するため、平塚駅

周辺に収容台数２０台以上の駐輪場を整備する場合に助成しています。 

平成３１年３月までに、この補助制度を利用して新たに６箇所の駐輪場が開設されています。 

  

また、商業地域等で駐輪需要を発生させる大型店舗等の設置者に対して、「平塚市自転車等の

放置防止に関する条例」に基づき、駐輪場の確保について義務付けた結果、事業者自身による駐

輪場の整備が進んでいます。 
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発生件数

843件（全体）

負傷者数

969人（全体）

２－３．自転車に関連する事故の発生状況 

（１）自転車事故の発生状況概要 

①年別自転車事故発生状況の推移 

本市における平成３０年の年間事故発生件数は８４３件で、うち約３割の２４２件が自転車に関

連する事故となっており、神奈川県交通安全対策協議会より、平成１６年度から１５年連続で「自

転車交通事故多発地域」に指定されています。また、交通事故における負傷者９６９人のうち約４

分の１の２３６人が自転車を運転していた人となっています。 

 

平成３０年 平塚市における事故発生件数割合と交通事故負傷者数のうち自転車運転者割合 

  

 

 

  

   

  

  

 

 

自転車に関連する事故の発生件数の推移をみると、平成２２年時点で５３４件だったものが、年々

減少傾向にあり、平成３０年では２４２件まで減少しています。さらに、死者数・負傷者数を見て

も年々減少傾向にありますが、県内における人口１万人当たりの自転車事故件数は県内で多いもの

となっています。 

 

平塚市内における自転車事故の年別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

50

100
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350

400
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500

550

発生件数

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

534 511 405 408 381 306 287 248 242

増 減 数 110.8 -23 -106 3 -27 -75 -19 -39 -6

0 0 0 0 0 2 0 0 2

増 減 数 100 0 0 0 0 2 -2 0 2

531 531 512 406 403 368 303 245 236

増 減 数 108.8 43 -19 -106 -3 -35 -65 -58 -9

発 生 件 数

死 者 数

負 傷 者 数

　
年別

自転車２４２件

（２８．７％） 

自転車２３６人

（２４．４％） 

出典：平成３０年 平塚市交通事故統計 

出典：平成３０年 平塚市交通事故統計 

（件） 
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②平成３０年における時間別の自転車事故の発生件数 

本市の一日のうちのどの時間帯で事故の発生件数が多いかをみると、８時から１２時までの間

と、１６時から１８時までの間に４０件以上の事故が起こっています。 

この時間帯は、通勤、通学、帰宅等により人の移動が一日のうちでも比較的活発になる時間帯

で、とりわけ、１６時から１８時までは、夕日による視界不良も影響し、一日のうちでも最も事

故の起こりやすい時間帯となっています。 

平成３０年における平塚市内の時間帯別事故発生件数 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

  6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 0～2 2～4 4～6 

発生件数 23 44 41 15 21 47 30 14 3 1 0 3 

  構成率 9.5 18.2 16.9 6.2 8.7 19.4 12.4 5.8 1.2 0.4 0.0 1.2 

死者数  0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

  構成率 - - 50.0 - - 50.0 - - - - - - 

負傷者数 23 44 39 15 21 46 30 11 3 1 0 3 

  構成率 9.7 18.6 16.5 6.4 8.9 19.5 12.7 4.7 1.3 0.4 0.0 1.3 
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出典：平成３０年 平塚市交通事故統計 

（件） 

神奈川県の市区別における人口１万人当たり自転車事故件数（平成３０年） 

出典：自転車事故は市町村別自転車関連事故発生状況（平成３０年） 

   人口は県勢要覧２０１８の市町村別交通事故で用いている人口 
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③平成３０年における自転車事故の原因別負傷者数 

自転車事故による負傷がどのような原因で起こったかをみると、比較的高いのは、「交差点安全

義務違反」であり、交差点における安全確認を欠いたために発生した事故であり高い件数となっ

ています。 

その他に「指定場所一時不停止等」も２１件であり、交差点等による一時停止をしなかった場

合等による事故も比較的多く発生しています。 

 

 

 

 

  

  発生件数 

  構成率 

指定場所一時不停止等 21 8.7  

徐行場所違反 0 0.0  

信号無視 0 0.0 

交差点安全義務違反 69 28.5  

通行区分 6 2.5  

通行禁止違反 0 0.0  

自転車の通行方法違反 0 0.0 

灯火違反 0 0.0  

優先通行妨害 5 2.1  

横断等禁止違反 0 0.0  

車両通行帯違反 0 0.0  

安
全
運
転
義
務
違
反 

ハンドル操作不適 3 1.2  

ブレーキ操作不適 0 0.0  

前方不注意 2 0.8  

動静不注視 8 3.3  

安全不確認 17 7.0  

安全速度 0 0.0  

その他 0 0.0  

その他の違反 3 1.2  

車両等違反なし 108 44.6  

合計 242 100.0  

原因別 

区分 

出典：平成３０年 平塚市交通事故統計 
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自動車（前進）

自動車（後退）

二輪車（ｵｰﾄﾊﾞｲ）

原動機付自転車

歩行者

自転車

汽車、電車等

駐車車両

不明（物損）

N=256

（２）平成２５年における平塚駅３ｋｍ圏内の自転車事故の発生状況 

①自転車事故の相手 

自転車事故の相手は、「自動車」が最も多く、「原動機付自転車」や「自転車同士」の事故も 

一定の件数発生しています。 

 

 自転車事故の相手当事者 

 

 

 自転車事故の相手別事故発生箇所 

  

事故相手当事者 件数 割合 

自動車（前進） ２１８ ８５．２% 

自動車（後退） ２ ０．８% 

二輪車（ｵｰﾄﾊﾞｲ） ７ ２．７% 

原動機付自転車 １２ ４．７% 

歩行者 ３ １．２% 

自転車 １２ ４．７% 

汽車、電車等 ０ ０．０% 

駐車車両 ０ ０．０% 

不明（物損） ２ ０．８% 

合計 ２５６  １００% 

自転車事故の相手当事者 

 凡例 

●自動車 

●二輪自動

車・原付 

●自転車 

●歩行者 

●不明 

（件） 

出典：平塚警察署提供データより集計 

※ 「①自転車事故の相手」のデータは、直近のデータと大きく傾向が変わらないため、時点更新の対象外と
します。なお、平成３０年度データは、巻末の資料編に整理します。 
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交差点, 

215, 
84.0%

単路, 38, 

14.8%

不明, 3, 

1.2%

N=256

分類,件数,割合

 

②事故の発生場所（交差点・単路） 

自転車事故が「交差点」と「単路」のどちらで発生したかに着目すると、「交差点」での発生が

２５６件中、２１５件と高い件数を示しています。発生場所に着目すると、大きな交差点に加え、

見通しが悪く交通整理の行われていない細い道路同士が交わる交差点でも多く発生しています。 

単路部での事故は車道が狭く、かつ歩道や路側帯の狭い道路で多く発生しています。 

 

 

   事故の発生場所の状況 

 

 

 

 
 

場所別の自転車事故発生箇所 

 

  

事故発生場所 件数 割合 

交差点 ２１５ ８４．０% 

単路 ３８ １４．８% 

不明 ３ １．２% 

合計 ２５６ １００% 

自転車事故の発生場所 

 

 凡例 

●交差点 

●単路 

●不明 

出典：平塚警察署提供データより集計 

※ 「②事故の発生場所」のデータは、直近のデータと大きく傾向が変わらないため、時点更新の対象外とします。 
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また、平成２３年～平成２５年の３カ年で自転車関連の事故が継続的に発生している交差点は、

下記の６箇所の交差点となっています。 

 

番号 交差点名 交差道路 事故発生状況（Ｈ２３～Ｈ２５） 

1 榎木町 国道１号、国道 129 号 ５件 

2 宮の前、宮松町南 国道１号、フェスタロード、 ５件 

3 六本、盲学校前 平塚伊勢原線、総合公園外周道路 ８件（六本）、６件（盲学校） 

4 上平塚 平塚秦野線、市道 １０件 

5 向原バス停交差点付近 浅間町南原線 ６件 

6 市民プラザ前 プラザロード １０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

５ 

４ 

６ 

２ １ 

※ 上記データは、第３章『走る』の自転車ネットワーク計画路線の選定項目④「自転車関連の事故が多い路線」
の設定に使用するデータです。本市では、当該データによる自転車ネットワーク計画路線に基づき、既に自転
車通行帯の整備の対策が進められていることから、当該データは時点更新の対象外とします。 

 

※ なお、参考に直近のデータ（平成２８年～平成３０年の３カ年で自転車関連の事故が継続的に発生している
交差点）については、巻末の資料編に整理します。 
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２－４．その他交通環境の現状 

（１）バス停付近の駐輪場の現状 

本市では、唯一の鉄道駅である平塚駅から放射状にバス路線網があり、市街化区域内の約８割が 

鉄道駅やバス停から徒歩圏内となっており、公共交通が比較的利用しやすい状況にあります。過去

の路線バス利用者アンケート調査結果では、８割以上の方が「バス停まで遠く感じない」と回答し

ています。しかし、下図で示されるように、バス停から離れた交通空白地域やバスの運行本数が少

ない交通不便地域など、公共交通の利用が不便な地域もみられます。そのような地域への対応とし

て、平塚駅からやや離れたバス停付近の９箇所に５３３台分の駐輪場があります。平日には概ね６

割以上の利用があり、自転車からバスへの「乗り継ぎやすさ」を高めています。 

 

 

 

 

しかしながら、既存のバス停付近の駐輪場だけでは、公共交通の利用が不便な地域をすべてカバ

ーできておらず、整備の必要性がある地域が存在します。また、このような地域では、公共交通を

使わず自家用車を多用することが推察されます。 

本市の交通手段別の利用割合においても、自動車とバイクを合わせて４割を超えており、交通渋

滞や環境負荷の面でも見過ごせない状況といえます。 

また、現在確認できているもので市内９箇所のバス停付近の歩道等にバス利用者のものと思われ

る自転車が約１５０台無造作に駐輪されており、多い所では３０台を超え通行の妨げになり、景観

面でも問題になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

名称 
収容台数 

（台） 

1 しののめ橋第１自転車バイク駐車場 ８３ 

2 しののめ橋第２自転車バイク駐車場 ６７ 

3 あずま橋第１自転車バイク駐車場 １０３ 

4 あずま橋第２自転車バイク駐車場 ５０ 

5 鈴川自転車バイク駐車場 １００ 

6 水神橋駐輪場 ２０ 

7 長持駐輪場 ２０ 

8 南金目駐輪場 ４０ 

９ 玉川橋駐輪場 ５０ 

計 ５３３ ※赤色は、バス停までの徒歩圏（徒歩５分、３２５ｍ）を示す。 

※白色は、徒歩圏を外れる「公共交通空白地域」を示す。 

※赤色網掛けは、バス本数が少ない「公共交通不便地域」を示す。 

（引用：平塚市地域公共交通網形成計画） 

公共交通の利用が不便な地域 

 

バス停付近の駐輪場一覧 

既存のバス停付近駐輪場 バス停付近の歩道に放置されている自転車 

※いずれも平成２６年５月２７日（火）の状況 

 

９ 

８ 
７ 

６ 

３,４ 

5 

２ 

１ 



 

32 

 

iratsuka

（２）本市におけるレンタサイクル※１の現状 

本市のレンタサイクルは、公益財団法人平塚市まちづくり財団が管理・運営しています。 

供用開始以降、放置自転車対策として実施してきたことから、利用は通勤・通学の交通手段に固

定化されていましたが、平成２８年の夏に利用者アンケートを実施したところ、土日祝日や通勤・

通学以外の利用ニーズが見込めたことから、当該ニーズへの対応と、新たなニーズと利用形態の創

出に取り組むため、運営を見直す等の工夫に取り組んでいるところです。 

現在は、駅北側における一定台数の自転車の貸出が可能となっている駅西口第３駐輪場を、当面

の貸出拠点とし、今後の可能性を探りながら、研究・検討を進めています。 

利用料金は１日１回２００円、利用（貸出）日は年中無休、時間は午前９時から午後６時まで、

自転車の返却は利用当日の午後６時までです。貸出自転車は約２０台あり、平成３０年度は１日あ

たり平均１６台利用されました。 

 

（３）「湘南地域自転車観光推進協議会」におけるシェアサイクル※2の実証実験 

現在、日本全国において観光戦略推進のため、シェアサイクルの導入が進んでいます。また、平成

２９年５月に自転車活用推進法が施行、平成３０年６月には国計画が閣議決定され、その目標の一つ

としてサイクルツーリズムの推進による観光立国の実現が挙げられており、自転車を活用した観光振

興が全国的に加速してきているところです。 

本市においても天沼地区の大型商業施設にて民間事業者による取組が行われているほか、新たに、

神奈川県、平塚市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、二宮町及び県・当該市町の各観光

協会（鎌倉市を除く。）で構成する「湘南地域自転車観光推進協議会」にて、２０１９年 8月３０日

から２０２２年 3 月 3１日までの期間（予定）で、当該地域におけるシェアサイクル事業の実証実

験を実施しています。 

当事業は、「湘南地域自転車観光推進協議会」と民間シェアサイクル事業者が協働し、シェアサイ

クルによる周遊観光を促進して、二次交通のネットワークを構築するとともに、シェアサイクルに

関連する事業者との連携を促進し、利用者の利便性を向上させることによって湘南地域の観光地と

しての魅力を高めていくことを目的としています。 

現在は、事業開始から間もないことから、実証実験としての事業検証が十分に可能となるよう、

サイクルポートの適地確保に取り組んでいるところです。 

 

※１ レンタサイクル：一つのサイクルポートを中心に往復利用に供されるシステム 

 

※２ シェアサイクル：相互利用可能な複数のサイクルポートが設置され、面的な都市交通に供されるシステム 
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３．自転車利用における課題  

社会状況、道路状況、自転車利用等の状況、また平塚市都市マスタ―プラン（第２次）及び平塚市総合交通計画での抽出課題から、本市の自転車利用における課題を次のように整理しました。 

 
 

■社会状況、道路状況、自転車利用等の状況 

 

高齢化の急速な進展を見据え、高齢化社会に対応した 

交通環境整備が急務となっている 

 

通勤時の主たる交通手段である平塚駅アクセスにおけ

る自転車の端末利用分担率が約６% 

（２５.２%→３１.０%）増加している 

 

平塚駅へ向かう自転車利用動線と重複しているバス路

線が多い 

 

自転車事故件数は減少しているものの、全事故に占める

割合は高く、自転車事故が多発する路線や交差点が見ら

れる 

 

現状の道路構成では自転車走行環境を十分に確保でき

るだけの路線は少なく、道路拡幅についても困難な状況

である 

 

放置自転車は大幅な減少傾向にあるが、依然として平塚

駅周辺には放置自転車が見られる 

 

バス停までの距離が遠く、バス利用に不便な一部の地域

等において、バス停付近に駐輪場が整備されている 

 

レンタサイクル事業の利用形態について、通勤・通学の

ほか、新たな利用ニーズが顕在化した 

 
自動車による二酸化炭素の排出量が増加している 

 

健康意識の高まりによる観光・スポーツのレクリエーシ

ョンツールとしての活用や災害時の活用等、自転車活用

の多様化が進んでいる 

 

 

平塚市の自転車利用における課題 

 

(７) 公共交通との連携、観光・スポーツ振興、健康の保持増進、 
災害時の活用等につながる自転車のより活用しやすいまち
づくりの推進 

 

(１) 歩行者と自転車の安全な通行空間及び連続性の確保 

 

(２) 通勤時間帯を中心とした交通混雑の解消 

 

(３) 交通事故の削減 

 

(４) 分かりやすい通行位置の表示 

 

(５) 違法路上駐輪の削減 

 

(６) 交通ルールの遵守、マナーの向上 

 

①幹線道路整備の課題 
・幹線道路における混雑緩和 

・局所的な渋滞箇所の円滑化 

②公共交通の課題 
・ラッシュ時のバス定時性確保 

・バス利用不便地域緩和等バス網の充実、地域交通の確保 

・誰もが利用しやすいバス停整備 

③歩行者空間、自転車利用環境の整備の課題 
・安全でバリアのない環境づくり 

・自転車の一層の利用促進 

④平塚駅周辺における課題 
・歩行者、自転車の回遊環境整備 

・放置自転車対策、買い物客の駐輪対策 

・駐輪マナーの啓発 

・駐輪場の整備 

 

■平塚市都市マスタープラン（第２次）で示している道路と交通の課題 

 

課題５：中心市街地の活性化 

 

課題４：環境負荷の低減 

 

■平塚市総合交通計画で示している交通課題 

 

課題１：いま起きている交通問題への対応 
 

①通勤時間帯を中心とした交通混雑の解消 
・道路混雑の解消を図るための道路等の整備が必要 

・過度な自動車利用の転換促進と平塚駅周辺の交通円滑化が必要 

 

②路線バスの利便性向上 
・道路渋滞の解消を図るための道路等の整備が必要 

・バスのネットワークの強化、利用しやすさの向上が必要 

 

④交通安全の向上 
・自転車、歩行者の安全性の向上が必要 

・通学路の安全性の向上が必要 

 

③違法路上駐輪の削減 

 

①中心市街地への行きやすさの向上 
・路線バス、自転車の利用しやすさの向上が必要 

・自動車の利用しやすさの向上が必要 

②中心市街地内での移動しやすさの向上 
・歩行者と自転車の安全な通行空間の確保が必要 

・ 

 

①道路渋滞の解消を図るため道路等の整備が必要 

②過度な自動車利用の転換を促すことが必要 

③低公害車の利用を促すことが必要 

 

課題３：高齢化社会への対応 
 

①歩行者や自転車の安全な通行空間の確保が必要 

②無理のない交通手段の選択性の向上が必要 

 

課題２：将来のまちづくりを支える交通基盤整備 
 

①将来のまちづくりを支える道路等の整備が必要 

②交通ネットワークの整備が必要 

※「新たな分野」の追加箇所を赤枠で示します。 

 


